
一 

 「
若
菜
上
」
の
全
文
（
和
歌
も
含
む
）
に
お
け
る
係
助
詞
「
ぞ
」

「
な
む
」
「
や
」
「
か
」
「
こ
そ
」
の
総
数
は
四
二
〇
例
で
、
各
係

助
詞
の
比
率
は
、
次
の
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。「
や
」
は
疑
問

・
反
語
の
場
合
に
限
り
、
い
わ
ゆ
る
間
投
助
詞
の
「
や
」
は
除

外
し
た
。
百
分
率
の
数
値
は
小
数
点
以
下
第
二
位
を
四
捨
五
入

し
て
あ
る
の
で
、
計
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
に
多
少
の
誤

差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
全
文
の
表
か
ら
、
言
語
場
面
に
よ

り
、
和
歌
と
散
文
、
散
文
を
更
に
地
の
文
と
話
の
文
、
話
の
文

【
論
文
】 

『
源
氏
物
語
』
係
結
考 

―
「
若
菜
上
」
に
お
け
る

― 

山 

口 

雄 

輔 
 

 
 

文
芸
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
体
を
持
つ
。
そ
の
文
体
も
、
時
代
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
大
作
で
は
、
五
十
四
帖
の
一
帖
一
帖
の
文
章
に
特
徴
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
落
差
が
大
き
け
れ
ば
、
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
同
一
作
者
の
手
に
よ
る
の
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
危
惧
さ
え
も
生
ず
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
同
一
作
者
で
あ
っ
て

も
、
若
い
時
と
老
後
と
で
は
文
章
の
書
き
ぶ
り
も
変
わ
っ
て
行
く
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ず
一
帖
一
帖
慎
重
に

調
査
し
、
統
計
的
処
理
を
施
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
「
係
り
結
び
」
の
出
現
率
は
、
一
つ
の
手
掛
か
り
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
何
分
に
も
厖
大
な
数
な
の
で
、
賽
の
河
原
に
石
を
積
み
上
げ
る
よ
う
な
気
の
遠
く
な
る
仕
事
で
は
あ
る
が
、
「
着
手
は
半
ば

成
就
な
り
」
と
い
う
諺
を
励
み
と
し
て
、
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
行
く
し
か
あ
る
ま
い
。
御
叱
声
を
乞
う
次
第
で
す
。 

キ
ー
ワ
ー
ド 

:
 

語
法
、
文
体
、
表
現
、
係
り
結
び
、
文
末
形
式 
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を
又
更
に
、
会
話
文
と
心
話
文
と
い
う
具
合
に
、
次
第
に
詳
し

い
表
を
作
っ
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。 

表
１ 

若
菜
上
（
全
文
） 

 ( )
内
は
和
歌
に
含
ま
れ
る
用
例
数 

韻
文
で
あ
る
和
歌
は
別
に
扱
う
こ
と
に
し
て
、
表
１
か
ら
( )

内
の
数
を
引
い
て
、
次
の
表
２
を
作
る
。（
「
な
む
」「
な
ん
」
は

区
別
せ
ず
、「
な
む
」
と
し
て
扱
っ
た
） 

表
２ 

若
菜
上
（
散
文
） 

こ
こ
で
係
助
詞
を
出
現
率
順
に
並
べ
か
え
、
数
字
を
一
切
な

く
し
て
、
至
極
単
純
な
表
３
を
作
っ
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
係
助
詞
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
か
が
一
目

瞭
然
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
(Ａ)
上
位
二
位
と
、
(Ｂ)
最

上
位
お
よ
び
最
下
位
に
着
目
し
た
型
の
名
を
付
し
て
お
く
。 

表
３ 

若
菜
上
（
散
文
に
お
け
る
係
助
詞
出
現
順
位
） 

 (Ａ)
な
む
―
こ
そ
上
位
型 

(Ｂ)
な
む
―
か 

遠
隔
型 

表
２
・
３
に
よ
れ
ば
、
「
若
菜
上
」
の
、
和
歌
を
除
く
全
散

文
中
に
お
い
て
、
係
助
詞
「
ぞ
」「
な
む
」「
や
」（
紛
ら
わ
し
い

が
間
投
助
詞
「
や
」
は
除
外
し
た
）「
か
」
「
こ
そ
」
の
総
数
は

四
一
〇
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
な
む
」
の
使
用
率
三
一
・
二
％

（
一
二
八
例
）
が
最
も
高
く
、「
こ
そ
」
が
二
七
・
六
％
（
一
一

三
例
）
で
そ
れ
に
次
ぎ
、
こ
の
「
な
む
」
と
「
こ
そ
」
の
二
種

の
係
助
詞
だ
け
で
既
に
五
〇
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
分
布
の
型
を
(Ａ)
な
む
―
こ
そ
上
位
型
と
呼
ん
で
お
く
。
更
に
、

「
ぞ
」
が
ぐ
っ
と
引
き
離
さ
れ
た
一
五
・
一
％
（
六
二
例
）
で
中

位
を
保
ち
、
そ
の
す
ぐ
下
に
「
や
」
が
一
四
・
九
％
（
六
一
例
）

と
続
き
、
最
下
位
が
「
か
」
の
一
一
・
二
％
（
四
六
例
）
と
な

る
。
最
上
位
の
「
な
む
」
と
は
か
な
り
隔
た
っ
て
い
る
と
い
う

意
味
で
、
仮
り
に
、
(Ｂ)
な
む
―
か
遠
隔
型
と
呼
ん
で
お
く
。 

こ
こ
で
、
係
助
詞
の
出
現
す
る
場
面
を
、
い
わ
ゆ
る
言
語
場

百
分
率 

用
例
数 

 

15.5 
％ 

65 
(3) 

ぞ 

30.5 
％ 

128 
(0) 

な
む 

15.0 
％ 

63 
(2) 

や 

11.7 
％ 

49 
(3) 

か 

27.4 
％ 

115 
(2) 

こ
そ 

100 
％ 

420 
(10) 

計 

百
分
率 

用
例
数 

 

15.1 
％ 

62 ぞ 

31.2 
％ 

128 な
む 

14.9 
％ 

61 や 

11.2 
％ 

46 か 
27.6 
％ 

113 こ
そ 

100 
％ 

410 計 

係
助
詞 

 

な
む 

一
位 

こ
そ 

二
位 

ぞ 

三
位 

や 

四
位 

か 

五
位 
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面
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
出
現
率
を
見
る
こ
と
に
す

る
。
こ
こ
で
言
う
言
語
場
面
と
は
、
地
の
文
と
会
話
文
と
心
話

文
（
心
中
思
惟
）
の
三
場
面
で
あ
る
。
消
息
文
は
話
の
文
に
含

め
る
。 

表
４ 

若
菜
上
（
散
文 

言
語
場
面
別
） 

( )
内
は
消
息
文
の
数
。 

表
４
は
、
用
例
数
と
百
分
率
の
数
値
が
交
互
に
並
ん
で
い
る

た
め
に
か
え
っ
て
読
み
取
り
に
く
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
表
２

か
ら
表
３
を
作
っ
た
よ
う
に
、
数
字
ぬ
き
の
単
純
な
表
５
を
作

る
。 

表
５ 

若
菜
上
（
言
語
場
面
別
出
現
順
位
） 

こ
の
よ
う
に
言
語
場
面
別
の
表
を
作
っ
て
比
べ
て
見
る
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
係
助
詞
の
出
現
順
位
が
、
言
語
場
面

に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
。 

地
の
文
に
、
客
観
的
に
指
示
す
る
性
質
を
持
つ
と
言
わ
れ
る

「
ぞ
」
が
最
上
位
に
あ
る
の
は
う
な
ず
け
る
が
、
語
り
か
け
る
性

質
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
「
な
む
」
が
上
位
二
位
を
占
め
て
い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
地
の
文
に
出
現
す
る
「
な
む
」

二
二
例
の
う
ち
一
例
を
掲
げ
て
お
く
。 

○
か
ゝ
る
折
に
は
め
で
た
く
な
む
お
ぼ
え
け
る
。 

□地
二
七
六
⑯ 

心
話
文
に
な
る
と
、
相
手
へ
の
問
い
か
け
や
疑
問
を
表
す

百
分
率 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

 

15.1 
％ 

62 
5.2 
％ 

13 
(1) 

10.4 
％ 

8 
49.4 
％ 

41 ぞ 
31.2 
％ 

128 
40.8 
％ 

102 
(7) 

5.2 
％ 

4 
26.5 
％ 

22 な
む 

14.9 
％ 

61 
10.8 
％ 

27 
(1) 

32.5 
％ 

25 
10.8 
％ 

9 や 

11.2 
％ 

46 
10.8 
％ 

27 
(3) 

19.5 
％ 

15 
4.8 
％ 

4 か 

27.6 
％ 

113 
32.4 
％ 

81 
32.5 
％ 

25 
8.4 
％ 

7 こ
そ 

100 
％ 

410 
100 
％ 

250 
100 
％ 

77 
100 
％ 

83 計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

 

な
む 

や 

こ
そ 

ぞ 

一
位 

こ
そ 

か 

な
む 

二
位 

や か ぞ や 

三
位 

ぞ 

な
む 

こ
そ 

四
位 

  か 

五
位 
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「
や
」
と
「
か
」
が
上
位
に
躍
り
出
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
「
こ
そ
」
が
最
上
位
に
き
て
い
る
点
で
あ
る
。 

会
話
文
で
は
、「
な
む
」
に
次
い
で
、
指
示
す
る
力
の
程
度
が

最
も
強
い
と
言
わ
れ
る
、
強
調
の
「
こ
そ
」
が
地
の
文
の
四
位

か
ら
上
位
進
出
し
て
い
る
。
そ
の
「
こ
そ
」
の
例
を
一
つ
。 

 

○
よ
く
思
し
召
し
定
め
て
こ
そ
、
よ
く
侍
ら
め
。 

□話
二
二
三
⑩ 

 
 

注
―
話
主
は
乳
母
。 

例
に
よ
っ
て
、
上
位
二
位
に
注
目
し
た
型
の
名
称
を

(Ａ)
、

最
上
位
と
最
下
位
に
注
目
し
た
名
称
を

(Ｂ)
と
し
て
次
に
示
す
。 

Ａ
ぞ
―
な
む
上
位
型 

Ｂ
ぞ
―
か 

遠
隔
型 

Ａ
や
・
こ
そ
―
か 

上
位
型 

Ｂ
や
・
こ
そ
―
な
む
遠
隔
型 

Ａ
な
む
―
こ
そ
上
位
型 

Ｂ
な
む
―
ぞ 

遠
隔
型 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
表
５
で
も
読
み
取
れ
た
こ
と
が
一
層
歴
然

と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

表
５
に
よ
っ
て
、
ど
の
言
語
場
面
に
は
ど
ん
な
出
現
順
位
で

各
係
助
詞
が
並
ぶ
か
を
見
た
わ
け
だ
が
、
今
度
は
逆
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
係
助
詞
が
ど
の
言
語
場
面
に
よ
く
出
現
す
る
か
し
な
い

か
を
見
る
た
め
に
、
表
６
を
作
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
縦
に

比
率
を
見
る
の
で
は
な
く
、
横
に
比
率
を
見
る
よ
う
に
し
た
。 

表
６ 

若
菜
上
（
散
文 

係
助
詞
出
現
順
位
） 

表
６
に
よ
っ
て
、「
ぞ
」
な
ら
「
ぞ
」
が
地
の
文
に
多
い
と
い

う
の
も
、
百
分
率
の
数
値
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ぞ
」
は
地
の
文
だ
け
で
他
の
言
語
場
面
を
圧
し
て
六
六
・
一
％

も
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
な
む
」
は
会
話
文
に
最
も
多

百
分
率 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

 

100 
％ 

62 
21.0 
％ 

13 
12.9 
％ 

8 
66.1 
％ 

41 ぞ 

100 
％ 

128 
79.7 
％ 

102 
3.1 
％ 

4 
17.2 
％ 

22 
な
む 

100 
％ 

61 
44.3 
％ 

27 
41.0 
％ 

25 
14.8 
％ 

9 や 

100 
％ 

46 
58.7 
％ 

27 
32.6 
％ 

15 
8.7 
％ 

4 か 

100 
％ 

113 
71.7 
％ 

81 
22.1 
％ 

25 
6.2 
％ 

7 
こ
そ 

100 
％ 

410 
61.0 
％ 

250 
18.8 
％ 

77 
20.2 
％ 

83 計 

地
の
文

心
話
文

会
話
文
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く
、
七
九
・
七
％
を
占
め
る
。「
や
」
は
会
話
文
に
四
四
・
三
％
、

心
話
文
に
四
一
・
〇
％
見
ら
れ
る
。「
か
」
は
会
話
文
に
多
く
半

数
を
上
回
る
五
八
・
七
％
で
あ
る
。「
こ
そ
」
も
圧
倒
的
に
会
話

文
に
多
く
七
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
例
に
よ
っ
て
、
数
字

を
除
い
た
単
純
化
の
作
業
を
行
い
、
表
７
を
得
る
。
係
助
詞
別

の
言
語
場
面
の
出
現
順
位
で
あ
る
。 

表
７ 

若
菜
上
（
係
助
詞
別
） 

         

表
７
で
す
ぐ
気
付
く
こ
と
は
、「
ぞ
」
を
除
く
、
全
て
の
係
助

詞
に
お
い
て
、
会
話
文
が
一
位
に
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

語
り
か
け
る
性
質
の
「
な
む
」
で
、
会
話
文
が
一
位
に
く
る
の

は
当
然
に
し
て
も
、「
こ
そ
」
の
場
合
も
会
話
文
が
一
位
に
き
て

い
る
。「
ぞ
」
の
一
位
は
地
の
文
で
あ
る
。「
こ
そ
」
は
主
観
的
、

「
ぞ
」
は
客
観
的
と
い
う
性
質
で
一
応
の
説
明
は
つ
き
そ
う
で
あ

る
。
他
の
巻
々
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
興
味
深
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

 

二 

 

次
に
、
係
助
詞
の
文
法
的
用
法
、
つ
ま
り
、
各
係
助
詞
に
対

応
す
る
結
び
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
べ
た

結
果
を
示
す
。
文
末
に
く
る
係
助
詞
の
、
終
助
詞
的
用
法
を
認

め
る
立
場
に
立
っ
て
、
通
常
の
係
り
用
法
に
対
し
て
特
に
断
止

法
と
し
て
扱
う
。
係
り
用
法
を
、
結
び
の
活
用
語
の
品
詞
に
よ

っ
て
、
動
詞
、
補
助
動
詞
（
待
遇
表
現
に
限
定
）
、
形
容
詞
、
形

容
動
詞
、
助
動
詞
、
名
詞
、
副
詞
に
分
け
、
更
に
結
び
の
省
略

用
法
と
消
去
用
法
（
い
わ
ゆ
る
結
び
の
流
れ
）
の
項
を
設
け
る

こ
と
に
す
る
。 

    

合
計 

こ
そ 

か や 

な
む 

ぞ 

 

会
話
文 

会
話
文 

会
話
文 

会
話
文 

会
話
文 

地
の
文 

一
位 

地
の
文 

心
話
文 

心
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

二
位 

心
話
文 

地
の
文 

地
の
文 

地
の
文 

心
話
文 

心
話
文 

三
位 
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表
８ 

若
菜
上
（
散
文 

全
用
法
） 

( )
は
破
格
用
法 

係
り
用
法
の
う
ち
、
結
び
に
用
言
を
と
る
も
の
は
あ
ま
り
多

く
は
な
く
、
動
詞
が
六
・
三
％
、
形
容
詞
が
四
・
四
％
、
形
容

動
詞
に
至
っ
て
は
〇
・
二
％
で
あ
る
。
助
動
詞
を
結
び
と
す
る

も
の
は
五
一
・
二
％
で
全
体
の
半
分
を
越
え
る
。
結
び
の
省
略

用
法
は
一
八
・
八
％
で
助
動
詞
に
次
ぐ
高
率
で
あ
り
、
そ
れ
も

「
な
む
」
に
多
い
。
結
び
の
消
去
用
法
、
い
わ
ゆ
る
「
結
び
の
流

れ
る
」
用
法
は
七
・
三
％
で
意
外
に
少
な
く
、
こ
れ
も
「
な
む
」

に
多
い
。
断
止
法
は
六
・
六
％
で
、「
ぞ
」
「
や
」
に
多
い
。
補

助
動
詞
の
五
・
一
％
は
待
遇
表
現
な
の
で
、
係
り
結
び
と
敬
語

の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
重
要
な
問
題
を
は

ら
ん
で
い
る
の
で
後
に
改
め
て
述
べ
る
。 

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
、
各
係
助
詞
の
用
法
の
展
開
を
、
実
例

に
即
し
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。「
ぞ
」「
な
む
」「
や
」「
か
」

「
こ
そ
」
の
順
に
、
三
つ
の
言
語
場
面
別
の
表
を
作
り
、
係
助
詞

の
用
法
を
、
ま
ず
大
き
く
、 

Ⅰ 

係
り
用
法 

Ⅱ 

断
止
法 

の
二
つ
に
分
け
、
Ⅰ
の
係
り
用
法
を
、
㈠
結
び
の
語
が
用
言
の

場
合
、
三
つ
の
品
詞
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
用
例
を
掲
げ
る

が
、
皆
無
の
場
合
も
そ
の
旨
を
断
っ
て
進
め
る
。
名
詞
・
副
詞

な
ど
の
特
殊
な
例
は
「
若
菜
上
」
に
は
見
当
た
ら
ず
、
従
っ
て

そ
れ
ら
の
項
は
成
立
し
な
い
。
た
だ
し
、
他
の
巻
や
他
作
品
と

の
比
較
を
考
慮
し
て
表
に
は
空
欄
を
設
け
た
。
助
動
詞
は
数
も

多
い
の
で
、
改
め
て
㈡
と
し
て
、
助
動
詞
の
種
類
別
に
例
を
掲

百
分
率 

総
数 

こ
そ 

か や 

な
む 

ぞ 

 

6.3％ 26 
12 
(1)  2 10 2 動  詞 

5.1％ 21 3 1 1 12 4 補助動詞 

4.4％ 18 13   3 2 形 容 詞 

0.2％ 1 1     形容動詞 

51.2％ 210 61 34 25 56 
34 
(1) 助 動 詞 

       名  詞 

       副  詞 

18.8％ 77 14 6 21 34 2 省略用法 

7.3％ 30 9 2 1 13 5 消去用法 

係 
 

り 
 

用 
 

法 

6.6％ 27  3 11  13 断 止 法 

100％ 410 113 46 61 128 62 合  計 

－127－ 
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げ
る
。
結
び
の
省
略
用
法
を
㈢
、
消
去
用
法
を
㈣
と
す
る
。
㈤

と
し
て
結
び
に
敬
語
の
補
助
動
詞
が
く
る
場
合
、
㈥
と
し
て
、

男
女
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
触
れ
る
。
Ⅱ
の
断
止
法
で
は
、
い

わ
ゆ
る
終
助
詞
的
な
用
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

表
９ 

若
菜
上
（
散
文
） 

Ⅰ 

係
り
用
法 

 

㈠
結
び
が
用
言
の
場
合 

「
ぞ
」
の
係
り
用
法
を
表
９
で
見
る
と
、
地
の
文
に
集
中
し
て

い
て
、
助
動
詞
が
多
数
を
占
め
、
用
言
で
は
、
動
詞
・
形
容
詞

に
一
・
二
例
、
形
容
動
詞
は
見
ら
れ
な
い
。
動
詞
・
形
容
詞
か

ら
一
例
ず
つ
引
く
。 

○
春
宮
の
宣
旨
な
る
内
侍
の
す
け
ぞ
、
つ
か
う
ま
つ
る
。 

□地
二
八
二
⑫ 

○
た
ゞ
か
の
、
た
え
籠
り
に
た
る
山
住
み
を
、
思
い
や
る
の 

み
ぞ
、
あ
は
れ
に
お
ぼ
つ
か
な
き
。

□地
三
〇
一
⑥ 

         

百
分
率 

合 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

ぞ 

100％ 2 50.0％ 1   50.0％ 1 動  詞 

100％ 4 25.0％ 1   75.0％ 3 補助動詞 

100％ 2     100％ 2 形 容 詞 

        形容動詞 

100％ 34 8.8％ 3 2.9％ 1 88.2％ 30 助 動 詞 

        名  詞 

        副  詞 

100％ 2 100％ 2     省略用法 

100％ 5     100％ 5 消去用法 

係 
 

り 
 

用 
 

法 

100％ 13 46.2％ 6 53.8％ 7   断 止 法 

100％ 62 21.0％ 13 12.9％ 8 66.1％ 41 合  計 

－126－ 

（ 7 ） 



『源氏物語』係結考―「若菜上」における― 

表
10 

若
菜
上
（
散
文
） 

表
10
に
よ
っ
て
「
な
む
」
の
係
り
用
法
を
見
る
。
会
話
文
に 

お
け
る
助
動
詞
の
多
用
ぶ
り
が
目
立
つ
。
同
じ
く
省
略
用
法
も

目
立
つ
が
、
後
に
取
り
あ
げ
る
。
用
言
で
は
動
詞
が
十
例
、
形

容
詞
が
三
例
見
ら
れ
る
が
、
形
容
詞
の
一
例
。 

○
心
一
つ
に
し
づ
め
て
、
有
様
に
従
ふ
な
ん
よ
き 

□話
二
四
〇
①
（
話
主
―
六
條
院
（
源
氏
）
） 

表
11 

若
菜
上
（
散
文
） 

表
11
に
よ
っ
て
「
や
」
の
係
り
用
法
を
見
る
。
会
話
文
に

お
け
る
助
動
詞
が
十
四
例
と
い
う
の
が
目
立
つ
。
用
言
で
は
心

話
文
に
動
詞
が
二
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
一
例
。 

○
時

〱
は
「
老
い
や
ま
さ
る
」
と
見
給
へ
く
ら
べ
よ
か
し
。 

□心
二
四
五
⑫
（
話
主
―
玉
鬘
） 

 

百
分
率 

合 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

な 

む 

100％ 10 80.0％ 8 20.0％ 2   動  詞 

100％ 12 100％ 12     補助動詞 

100％ 3 100％ 3     形 容 詞 

        形容動詞 

100％ 56 69.6％ 39 1.8％ 1 28.6％ 16 助 動 詞 

        名  詞 

        副  詞 

100％ 34 85.3％ 29 2.9％ 1 11.8％ 4 省略用法 

100％ 13 84.6％ 11   15.4％ 2 消去用法 

係 
 

り 
 

用 
 

法 

        断 止 法 

100％ 128 79.7％ 102 3.1％ 4 17.2％ 22 合  計 

百
分
率 

合 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

や 

100％ 2   100％ 2   動  詞 

100％ 1   100％ 1   補助動詞 

        形 容 詞 

        形容動詞 

100％ 25 56.0％ 14 36.0％ 9 8.0％ 2 助 動 詞 

        名  詞 

        副  詞 

100％ 21 23.8％ 5 52.4％ 11 23.8％ 5 省略用法 

100％ 1     100％ 1 消去用法 

係 
 

り 
 

用 
 

法 

100％ 11 72.7％ 8 18.2％ 2 9.1％ 1 断 止 法 

100％ 61 44.3％ 27 41.0％ 25 14.8％ 9 合  計 

－125－ 
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表
12 

若
菜
上
（
散
文
） 

表
12
を
見
る
と
「
か
」
の
係
り
用
法
に
お
け
る
用
言
の
項

は
全
く
空
欄
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
表
13
の
「
こ
そ
」
の
方

で
は
、
比
較
的
用
言
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。「
か
」
は
疑
問
の
係

助
詞
、「
こ
そ
」
は
確
定
の
係
助
詞
と
、
文
法
的
性
質
が
相
反
す

る
こ
と
に
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
「
こ
そ
」
は
平
安

後
期
の
作
品
で
は
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。「
こ

そ
」
の
形
容
動
詞
の
一
例
。 

○
「
さ
こ
そ
は
う
は
べ
に
は
は
ぐ
ゝ
み
げ
な
れ
」 

□心
二
九
八
⑪
（
話
主
―
継
母
） 

表
13 

若
菜
上
（
散
文
） 

 

百
分
率 

合 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

か 

        動  詞 

100％ 1 100％ 1     補助動詞 

        形 容 詞 

        形容動詞 

100％ 34 55.9％ 19 35.3％ 12 8.8％ 3 助 動 詞 

        名  詞 

        副  詞 

100％ 6 66.7％ 4 33.3％ 2   省略用法 

100％ 2 50.0％ 1   50.0％ 1 消去用法 

係 
 

り 
 

用 
 

法 

100％ 3 66.7％ 2 33.3％ 1   断 止 法 

100％ 46 58.7％ 27 32.6％ 15 8.7％ 4 合  計 

百
分
率 

合 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

こ 

そ 

100％ 12 66.7％ 8 25.0％ 3 8.3％ 1 動  詞 

100％ 3 100％ 3     補助動詞 

100％ 13 84.6％ 11 7.7％ 1 7.7％ 1 形 容 詞 

100％ 1   100％ 1   形容動詞 

100％ 61 73.8％ 45 23.0％ 14 3.3％ 2 助 動 詞 

        名  詞 

        副  詞 

100％ 14 50.0％ 7 42.9％ 6 7.1％ 1 省略用法 

100％ 9 77.8％ 7   22.2％ 2 消去用法 

係 
 

り 
 

用 
 

法 

        断 止 法 

100％ 113 71.7％ 81 22.1％ 25 6.2％ 7 合  計 

－124－ 
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㈡
結
び
が
助
動
詞
の
場
合 

表

14 
若
菜
上
（
結
び
の
助
動
詞
一
覧
） 

こ そ か や な む ぞ 
百
分
率 

合 

計 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

 

1.0％ 2               2 る 自発可能 

2.4％ 5 1 1 1 1      1      つ 完  了 

1.9％ 4       1   2     1 ぬ  

1.0％ 2          1   1   た り  

2.9％ 6          1     5 り  

7.1％ 15 3         9   1  2 き 過  去 

27.6％ 58 9 5 1       10 1 15  1 16 け り  

3.3％ 7 5         2      な り 断  定 

1.4％ 3 2 1              な り 伝  聞 

2.4％ 5 1    2  1        1 け む 推  量 

1.4％ 3       2        1 ら む  

30.0％ 63 16 5  15 7 3 7 7 2    1   む  

9.5％ 20 3   3 2  1 1  10      べ し  

1.9％ 4  1   1  1 1        ま し  

3.3％ 7 2 1     1   1  1   1 め り  

1.4％ 3          2     1 ず 打  消 

1.4％ 3 3               まほし 希  望 

100％ 210 45 14 2 19 12 3 14 9 2 39 1 16 3 1 30 合   計 
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表
14
は
、
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
結
び
の
助
動
詞
の
場
合
を
、

助
動
詞
の
種
類
別
に
三
つ
の
言
語
場
面
も
考
慮
し
て
表
に
し
た

も
の
で
あ
る
。 

「
若
菜
上
」
（
散
文
）
に
お
け
る
結
び
の
助
動
詞
の
総
数
は
、

既
に
表
８
に
も
記
さ
れ
た
と
お
り
二
一
〇
例
で
あ
る
。
「
る
」

「
つ
」
「
ぬ
」
「
た
り
」
「
り
」
「
き
」
「
け
り
」
「
な
り
」
（
断
定
）

「
な
り
」（
伝
聞
）「
け
む
」「
ら
む
」「
む
」「
べ
し
」「
ま
し
」「
め

り
」
「
ず
」
「
ま
ほ
し
」
の
一
七
種
の
助
動
詞
が
、
係
り
用
法
の

結
び
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
優
勢
な
も
の
は
、

「
む
」
の
六
三
例
、
三
〇
％
で
、
続
い
て
「
け
り
」
の
五
八
例
、

二
七
・
六
％
で
あ
る
。「
け
り
」
に
つ
い
て
は
、
指
示
の
係
助
詞

「
ぞ
」
と
「
な
む
」
の
地
の
文
に
比
較
的
多
く
出
現
し
て
い
る
。

他
は
す
べ
て
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、

そ
れ
ら
の
用
例
を
各
助
動
詞
に
つ
い
て
一
例
ず
つ
掲
げ
て
お
く
。 

 

る 
 

○ 

」
と
、
身
づ
か
ら
ぞ
お
ぼ
し
知
ら
る
ゝ
。

□地
二
六
七
⑨ 

 

つ 
 

○
誰

〱
か
物
し
つ
る
」

□話
三
〇
五
①
（
話
主
―
源
氏
） 

 

ぬ 
 

○ 

」
と
て
な
ん
、
ま
か
り
入
り
ぬ
る
。

□話
二
八
六
⑬
（
話

主
―
明
石
入
道
） 

 

た 

り 
 

○
匂
ひ
な
ん
、
い
と
ゞ
、
加
は
り
に
た
る
。
□話
二
一
八
③
（
話

主
―
朱
雀
院
の
御
門
） 

 

り 
 

○
車
に
て
ぞ
、
仕
う
ま
つ
り
給
へ
る
。

□地
二
三
三
⑯ 

 

き 
 

○
さ
し
お
き
て
な
ん
、
念
じ
た
て
ま
つ
り
し
。
□話
二
八
五
⑩

（
話
主
―
明
石
入
道
） 

 

け 

り 
 

○
こ
の
頃
こ
そ
、
い
と
つ
れ

〲
に
、
紛
る
ゝ
こ
と
な
か
り

け
れ
。

□話
三
〇
四
⑤
（
話
主
―
源
氏
） 

 

な 

り
（
断 

定
） 

 

○
「
あ
は
れ
な
る
御
譲
り
に
こ
そ
は
あ
な
れ
。
□話
二
三
九
⑧

（
話
主
―
紫
の
上
） 

 

な 

り
（
伝 

聞
） 

 

○
こ
の
度
こ
そ
と
ぢ
め
な
れ

□心
二
三
一
⑭
（
話
主
―
み
か

ど
・
春
宮
（
皆
）
） 

 
け 

む 
 

○
い
か
な
る
願
を
か
、
心
に
起
こ
し
け
ん

□心
二
九
八
①
（
話

－122－ 
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主
―
源
氏
） 

 

ら 

む 
 

○
古
体
の
ひ
が
事
ど
も
や
侍
り
つ
ら
ん
。
□話
二
八
〇
⑩
（
話

主
―
明
石
上
） 

 

む 
 

○
な
ほ
、
わ
ら
は
心
の
失
せ
ぬ
に
や
あ
ら
ん
。
□話
二
五
〇
①

（
話
主
―
紫
の
上
） 

 

べ 

し 
 

○
心
ぼ
そ
き
わ
ざ
に
な
ん
侍
る
べ
き
」
□話
二
二
三
⑯
（
話
主

―
乳
母
） 

 

ま 

し 
 

○
さ
も
や
、
ゆ
づ
り
お
き
聞
え
ま
し
」

□心
二
二
〇
⑨
（
話
主

―
朱
雀
院
の
御
門
） 

 

め 

り 
 

○
み
な
、
つ
ど
ひ
ま
ゐ
る
御
賀
に
な
ん
あ
め
る
。
□地
二
七
四

⑩ 

 

ず 
 

○
益
な
う
て
な
ん
御
消
息
も
た
て
ま
つ
ら
ぬ
を
。
□話
二
八
五

⑥
（
話
主
―
明
石
入
道
） 

 

ま
ほ
し 

 

○
花
と
い
は
ゞ
、
か
く
こ
そ
、
匂
は
ま
ほ
し
け
れ
な
。

□話
二

五
四
④
（
話
主
―
源
氏
） 

 

㈢
結
び
の
省
略
用
法 

次
に
、
係
り
用
法
の
中
の
い
わ
ゆ
る
「
結
び
な
し
」
の
場
合

に
つ
い
て
述
べ
る
。「
結
び
な
し
」
に
は
結
び
の
省
略
用
法
と
消

去
用
法
と
が
あ
る
が
、
先
ず
、
結
び
の
省
略
用
法
の
表
15
を
掲

げ
る
。 

            

－121－ 
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表
15 

若
菜
上
（
省
略
用
法
） 

結
び
の
省
略
用
法
は
、

省
略
さ
れ
た
語
の
性
質

に
よ
っ
て
三
つ
の
場
合

に
大
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
が
、
引
用

の
格
助
詞
「
と
」
に
つ

い
て
、「
と
ぞ
」
「
と
な

む
」「
と
や
」「
と
こ
そ
」

な
ど
の
形
で
、「
言
ふ
」

を
省
略
す
る
場
合
で
あ

る
。「
言
ふ
」
に
限
ら
ず
、

「
（
歌
を
）
読
む
・
詠
む
」
、

あ
る
い
は
そ
う
い
う
も

の
に
助
動
詞
の
つ
い
た

「
よ
み
け
る
」
な
ど
も
一

括
し
て
「
い
ふ
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
「
い
ふ
系
」

に
対
し
て
、「
あ
り
」
を
主
と
す
る
ラ
変
系
の
動
詞
（
敬
体
の
「
侍

り
」
も
含
む
）
を
省
略
す
る
場
合
を
「
あ
り
系
」
、
そ
れ
以
外
の

一
般
の
動
詞
を
省
略
す
る
場
合
を
「
為
系
」
と
し
て
お
く
。
表

で
は
単
に
「
そ
の
他
」
と
し
て
あ
る
。 

表
15
に
よ
れ
ば
、
あ
り
系
と
す
系
は
、
五
種
す
べ
て
の
係
助

詞
に
出
現
す
る
と
共
に
、「
な
む
」
の
会
話
文
に
多
く
出
現
し
て

い
る
点
が
目
立
つ
。
い
ふ
系
に
は
、
全
く
例
が
な
い
。
二
つ
の

系
の
そ
れ
ぞ
れ
の
係
助
詞
か
ら
一
例
ず
つ
引
い
て
お
く
。 

 

あ
り
系 

 

○
「
今
朝
、
大
将
の
物
し
つ
る
は
、
い
づ
か
た
に
ぞ
。

□話
三

〇
四
⑧
（
話
主
―
夕
霧
） 

○
「
あ
は
れ
な
る
事
な
ん
」

□話
二
八
八
⑬
（
話
主
―
尼
君
） 

○
「
春
の
手
向
の
幣
袋
に
や
」
□心
三
〇
七
①
（
話
主
―
柏
木
） 

○
こ
ゝ
に
は
、
い
か
な
る
心
、置
き
た
て
ま
つ
る
べ
き
に
か
。

□話
二
三
九
⑨
（
話
主
―
紫
の
上
） 

○
な
ほ
、
え
な
ら
ぬ
心
添
ふ
匂
ひ
に
こ
そ
。
□話
二
六
二
⑭
（
話

主
―
源
氏
） 

 

す 

系 
 

○
「
た
づ
ね
給
ふ
べ
き
故
も
や
あ
ら
ん
と
ぞ
。
□話
二
五
七
②

（
話
主
―
朱
雀
院
） 

○
と
て
な
ん
。

□話
二
九
七
①
（
話
主
―
明
石
上
） 

○
「
こ
れ
を
、
か
く
て
や
」

□話
二
六
一
⑩
（
話
主
―
源
氏
） 

○
「
位
な
ど
、
い
ま
少
し
、
も
の
め
か
し
き
ほ
ど
に
な
り
な

こ
そ 

か や 

な
む 

ぞ 

合 
 

計 会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

 

                いふ系 

51 3 4 1 3 1  2 9 5 18 1 3 1   あり系 

26 4 2  1 1  3 2  11  1 1   その他 

77 7 6 1 4 2  5 11 5 29 1 4 2   計 
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ば
、
な
ど
か
は
」
と
も
、
お
も
ひ
寄
り
ぬ
べ
き
を
。

□心
二

二
六
⑮
（
話
主
―
朱
雀
院
の
御
門
） 

○
「
さ
ら
ば
、
か
く
こ
そ
は
」
と

□心
二
四
九
①
（
話
主
―
紫

の
上
） 

表
16 

若
菜
上
（
消
去
用
法
） 

「
結
び
な
し
」

の
も
う
一
つ
の

用
法
、
結
び
の

消
去
用
法
は
、

「
若
菜
上
」
で
は
、

表
16

に
見
ら

れ
る
よ
う
に
三

〇
例
で
あ
る
。

五
種
す
べ
て
の

係
助
詞
に
散
ら

ば
っ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ

一
例
ず
つ
掲
げ

る
。 

 

○
対
の
う
へ
の
御
有
様
ぞ
、
な
ほ
あ
り
が
た
く
「
我
な
が
ら

も
お
ほ
し
立
て
ゝ
け
り
」
と
、
お
ぼ
す
。
□地
二
五
六
⑦
〈
中

止
法
〉 

○
す
べ
て
、
世
の
人
の
口
と
い
ふ
物
な
ん
、
誰
が
言
ひ
出
ず

る
こ
と
と
も
な
く
、
お
の
づ
か
ら
、
人
の
な
か
ら
ひ
な
ど
、

う
ち
ほ
ほ
ゆ
が
み
、
思
は
ず
な
る
事
出
で
来
る
物
な
め
る

を
。

□話
二
三
九
⑮
（
話
主
―
源
氏
）
〈
中
止
法
〉 

○
さ
す
が
に
、
ほ
か
ざ
ま
に
定
ま
り
果
て
給
は
ん
も
、
い
か

に
ぞ
や
お
ぼ
え
て
、
耳
は
と
ゞ
ま
り
け
り
。
□地
二
二
八
⑫

〈
接
続
助
詞
〉 

○
何
事
に
つ
け
て
か
は
、
ふ
か
き
御
心
ざ
し
を
も
あ
ら
は
し
、

御
覧
ぜ
さ
せ
給
は
ん

□地
二
七
三
⑭
〈
接
続
助
詞
〉 

○
さ
ら
ば
こ
そ
、
さ
ま

〲
、
た
め
し
な
き
宿
世
に
こ
そ
侍

れ
」

□話
二
九
一
⑦
（
話
主
―
尼
君
）
〈
係
助
詞
〉 

次
に
、
体
言
に
よ
っ
て
流
れ
る
と
い
う
特
異
な
例
を
掲
げ
る
。

そ
の
体
言
に
圏
点
を
付
す
。 

○
「
い
と
あ
や
し
き
、
梵
字
と
か
い
ふ
や
う
な
る
跡．
に
侍
め

れ
ど
、「
御
覧
じ
と
ゞ
む
べ
き
ふ
し
も
や
ま
じ
り
侍
る
」
と

て
な
ん
。

□話
二
九
六
⑯
（
話
主
―
明
石
上
） 

 

こ
そ 

か や 

な
む 

ぞ 

合 
 

計 会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

 
24 6  2   1   1 8  2   4 接続助詞 

1    1            体  言 

2          1     1 中 止 法 

3 1         2      係 助 詞 

                修  辞 

30 7  2 1  1   1 11  2   5 計 
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表
17 

若
菜
上
（
補
助
動
詞 

敬
語
） 

表
17
は
、
結
び
に
敬

意
を
表
す
補
助
動
詞
が

来
て
い
る
例
だ
け
を
集

め
て
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
係
り
結
び
と
待

遇
表
現
に
相
関
関
係
が

あ
る
か
ど
う
か
知
り
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

表
17
に
よ
れ
ば
、
全

部
で
二
一
例
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
一
二
例
は

「
な
む
」
の
会
話
文
に
現

れ
て
い
る
。
三
つ
の
補

助
動
詞
の
そ
れ
ぞ
れ
の

係
助
詞
か
ら
一
例
ず
つ

引
い
て
お
く
。 

 

尊
敬
語 

 

○
う
ち
は
ぶ
き
給
へ
る
に
ぞ
、や
を
ら
、ひ
き
入
り
た
ま
ふ
。

□地
三
〇
八
⑦ 

○
な
に
が
し
ど
も
か
の
御
送
り
に
麓
ま
で
は
さ
ぶ
ら
ひ
し
が
、

み
な
返
し
給
ひ
て
僧
一
人
・
童
二
人
な
ん
、
御
と
も
に
侍

は
せ
給
ふ
。

□話
二
八
七
⑬
（
話
主
―
大
徳
） 

○
い
に
し
へ
よ
り
、
人
の
染
め
お
き
け
る
藤
衣
に
も
、
何
か

や
つ
れ
給
ふ
。

□話
二
八
七
①
（
話
主
―
明
石
入
道
） 

 

謙
譲
語 

 

○ 

」
と
な
ん
、
聞
き
侍
る
」

□話
二
九
六
⑦
（
話
主
―
明
石

上
） 

 

丁
寧
語 

 

○
「
身
に
は
、
こ
よ
な
く
ま
さ
り
て
、
長
き
御
世
に
も
あ
ら

な
ん
」
と
ぞ
、
思
ひ
侍
る
。

□話
二
九
三
②
（
話
主
―
明

石
上
） 

○
「
い
と
、
か
く
、
に
は
か
に
、
あ
ま
る
喜
び
を
な
ん
、
い

ち
は
や
き
心
地
し
侍
る
」

□話
二
七
五
①
（
話
主
―
源
氏
） 

○
「
御
覧
じ
と
ゞ
む
べ
き
ふ
し
も
や
、
ま
じ
り
侍
る
」

□心
二

九
七
①
（
話
主
―
明
石
上
） 

○
夢
の
心
地
こ
そ
し
侍
れ
」
□話
二
八
〇
⑫
（
話
主
―
明
石
上
） 

   

こ
そ 

か や 

な
む 

ぞ 

合 
 

計 会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

会
話
文 

心
話
文 

地
の
文 

 

7    1      3     3 尊敬語 

4          4      謙譲語 

10 3       1  5   1   丁寧語 

21 3   1    1  12   1  3 計 
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表
18 

若
菜
上
（
会
話
文 

性
別
） 

表
18
は
、
会
話
文
の
話

主
の
性
別
を
考
慮
し
て
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
性

別
と
い
う
の
が
意
外
と
識

別
に
苦
慮
さ
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
男
は
男
性
、

女
は
女
性
は
当
然
だ
が
、

男
女
と
あ
る
の
は
、「
世
の

人
々
」
な
ど
の
例
、
不
明

は
「
あ
る
人
」
な
ど
の
例

で
識
別
不
能
。
そ
の
他
の

欄
は
、
妖
怪
・
変
化
の
類

で
あ
る
。「
若
菜
上
」で
は
、

不
明
、
そ
の
他
の
欄
は
出

て
こ
な
い
。
表
で
は
「
な

む
」
の
男
性
七
五
例
が
目

立
つ
。
他
の
巻
と
併
せ
て

ま
と
め
て
論
じ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。 

Ⅱ 

断
止
法 

表
８
に
よ
れ
ば
、
断
止
法
は
二
七
例
で
、
全
用
法
の
六
・
六
％

で
あ
る
。「
ぞ
」
に
一
三
例
、「
や
」
に
一
一
例
、「
か
」
に
三
例

あ
っ
て
、「
な
む
」
と
「
こ
そ
」
の
断
止
法
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
ぞ
」
「
や
」
「
か
」
の
例
を
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
掲
げ
て
お
く
。 

○
「
あ
や
し
」
と
お
ぼ
ゆ
る
事
ぞ
か
し
」

□話
三
一
二
②
（
話

主
―
柏
木
） 

○
「
若
宮
は
、
お
ど
ろ
き
給
へ
り
や
。

□話
二
九
三
⑮
（
話
主

―
源
氏
） 

○
「
こ
の
藤
よ
。
い
か
に
染
め
け
ん
色
に
か
。

□話
二
六
二
⑭

（
話
主
―
源
氏
） 三 

こ
こ
か
ら
和
歌
の
場
合
に
入
る
。 

表
19 

若
菜
上
（
和
歌
） 

計 

こ
そ 

か や 

な
む 

ぞ  

70.0％ 175 63.0％ 51 55.6％ 15 81.5％ 22 73.5％ 75 92.3％ 12 男 

29.6％ 74 37.0％ 30 44.4％ 12 18.5％ 5 25.5％ 26 7.7％ 1 女 

0.4％ 1       1.0％ 1   男 女 

            不 明 

            その他 

100％ 250 100％ 81 100％ 27 100％ 27 100％ 102 100％ 13 計 

百
分
率 

用
例
数 

 

30.0 
％ 

3 ぞ 

0 
％ 

0 な
む 

20.0 
％ 

2 や 

30.0 
％ 

3 か 

20.0 
％ 

2 こ
そ 

100 
％ 

10 計 
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「
若
菜
上
」
に
は
二
三
首
の
和
歌
が
見
え
る
が
、
係
助
詞
「
ぞ
」

「
か
」
を
含
む
和
歌
が
三
首
ず
つ
、「
や
」「
こ
そ
」
を
含
む
和
歌

が
二
首
ず
つ
あ
る
。
各
係
助
詞
か
ら
一
例
ず
つ
掲
げ
る
。 

○
ひ
か
り
出
で
ん
あ
か
月
ち
か
く
な
り
に
け
り
い
ま
ぞ
見
し

世
の
夢
語
り
す
る

□歌
二
八
六
⑭ 

 

注
―
「
ぞ
」
の
係
り
用
法
、結
び
は
動
詞
。
明
石
入
道
の
詠
。 

○
身
に
ち
か
く
秋
や
来
ぬ
ら
ん
見
る
ま
ゝ
に
青
葉
の
山
も
移

ろ
ひ
に
け
り

□歌
二
六
八
④ 

 

注
―
「や
」
の
係
り
用
法
、結
び
は
助
動
詞
。
紫
の
上
の
詠
。 

○
老
い
の
浪
か
ひ
あ
る
浦
に
た
ち
出
で
ゝ
し
ほ
た
る
ゝ
あ
ま

を
誰
か
と
が
め
ん

□歌
二
八
一
⑩ 

 

注
―
「
か
」
の
係
り
用
法
、
結
び
は
助
動
詞
。
尼
君
の
詠
。 

○
水
鳥
の
青
羽
は
色
も
変
ら
ぬ
を
萩
の
し
た
こ
そ
気
色
こ
と

な
れ

□歌
二
六
八
⑥ 

注
―
「こ
そ
」
の
係
り
用
法
、
結
び
は
形
容
動
詞
。
源
氏
の

詠
。 

数
が
少
な
く
出
現
順
位
の
つ
け
よ
う
も
な
い
が
、
他
の
巻
と

の
比
較
を
考
慮
し
て
出
現
順
位
の
表
20
を
次
の
よ
う
に
掲
げ

て
お
く
。 

 

表
20 

若
菜
上
（
和
歌
に
お
け
る
係
助
詞
出
現
順
位
） 

か ぞ か 

や 

ぞ 

こ
そ 

次
に
、
和
歌
に
お
け
る
係
助
詞
の
使
用
数
を
散
文
の
そ
れ
と

対
比
さ
せ
た
出
現
率
を
見
て
お
く
。 

表
21 

若
菜
上
（
散
文
と
の
対
比
に
お
け
る
出
現
率
） 

 

   

次
に
、
和
歌
に
お
け
る
係
助
詞
の
使
用
数
と
総
歌
数
と
の
割

合
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
参
考
ま
で
に
『
伊
勢
物
語
』

に
お
け
る
同
様
の
数
値
を
併
記
し
て
お
く
。 

  

②
の
①
に
対
す
る
百
分
率 

②
和
歌
に
お
け
る
係
助
詞 

①
散
文
に
お
け
る
係
助
詞 

2.4 
％ 

10 410 

係
助
詞 

 

ぞ か 

一
位 

こ
そ 

や 

二
位 

  三
位 

  四
位 

  五
位 

(Ａ) 
 
 
 

上
位
型 

(Ｂ) 
 

― 
 
 
 

遠
隔
型 
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表
22 

若
菜
上
（
総
歌
数
に
対
す
る
比
率
） 

「
若
菜
上
」
の
和
歌
に
お
け
る
使
用
数
の
10
と
い
う
数
値
は
、

僅
か
な
数
で
は
あ
っ
て
も
、
比
率
と
し
て
見
れ
ば
、
歌
物
語
と

呼
ば
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
四
五
・
六
％
と
い
う
数
値
に
比
し

て
、
『
源
氏
物
語
』「
若
菜
上
」
の
四
三
・
五
％
は
、
か
な
り
近

い
値
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、
他
の
巻
や
、
他
作
品
と
の
比
較
を
考
慮
し
て
、
い

わ
ゆ
る
確
定
の
係
助
詞
「
ぞ
」「
こ
そ
」
の
場
合
と
、
疑
問
の
係

助
詞
「
や
」「
か
」
の
場
合
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
23
・
表
24

を
作
成
し
て
お
く
。
こ
こ
で
も
『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
同
様

の
数
値
を
併
記
し
て
お
こ
う
。 

    

表
23 

若
菜
上
（
和
歌
に
お
け
る
確
定
の
係
助
詞
） 

表
24 

若
菜
上
（
和
歌
に
お
け
る
疑
問
の
係
助
詞
） 

表
23
は
、
『
伊
勢
物
語
』
と
「
若
菜
上
」
の
和
歌
に
現
れ
た

確
定
の
係
助
詞
の
数
の
、
総
歌
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。『
伊
勢
』
の
確
定
の
係
助
詞
使
用
数
は
五
五
例
で
あ

り
、
総
歌
数
二
〇
六
首
に
対
す
る
割
合
は
二
六
・
七
％
で
あ
る
。

「
若
菜
上
」
の
方
は
、
確
定
の
係
助
詞
使
用
数
は
わ
ず
か
五
例
し

か
な
く
、
総
歌
数
二
三
首
に
対
す
る
割
合
は
二
一
・
七
％
で
あ

る
。 

 

表
24
は
、
疑
問
の
係
助
詞
の
場
合
で
あ
る
。
『
伊
勢
』
の
疑

②
の
①
に
対
す
る
百
分
率 

②
確
定
の
係
助
詞
使
用
数 

①
総 

歌 

数  

26.7 
％ 

55 206 

伊
勢
物
語 

21.7 
％ 

5 23 
若
菜
上 

②
の
①
に
対
す
る
百
分
率 

②
和
歌
に
お
け
る
使
用
数 

①
総 

歌 

数  

45.6 
％ 

94 206 

伊
勢
物
語 

43.5 
％ 

10 23 
若
菜
上 

②
の
①
に
対
す
る
百
分
率 

②
疑
問
の
係
助
詞
使
用
数 

①
総 

歌 

数  

18.9 
％ 

39 206 

伊
勢
物
語 

21.7 
％ 

5 23 
若
菜
上 
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問
の
係
助
詞
使
用
数
は
三
九
例
で
あ
り
、
総
歌
数
に
対
す
る
割

合
は
一
八
・
九
％
で
あ
る
。
一
方
、「
若
菜
上
」
に
お
け
る
疑
問

の
係
助
詞
は
わ
ず
か
五
例
で
、
総
歌
数
に
対
す
る
割
合
は
二

一
・
七
％
で
あ
る
。 

表
23
・
表
24
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
歌
物
語
で
あ
る
『
伊

勢
物
語
』
と
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
の
一
帖
に
過
ぎ
な
い
「
若

菜
上
」
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
歌
数
や
、
係
助
詞
の
使
用
数

に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
差
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
率

の
数
値
が
か
な
り
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

注

―
テ
キ
ス
ト
は
岩
波
書
店
刊
『
日
本
古
典
文
学
大

系
源
氏
物
語
五
』 

－114－ 
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